
審
議
さ
れ
た
。
各
補
正
予
算

案
、決
算
案
は
承
認
さ
れ
た
。

　「
伝
道
資
金
運
用
に
関
す

る
件
」
で
は
25
年
度
の
教
区

負
担
金
額
の
案
、
審
査
・
交

付
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提
示

さ
れ
た
。

　
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
の
23

年
度
決
算
お
よ
び
24
年
度
予

算
に
つ
い
て
鈴
木
祈
運
営
委

員
長
が
説
明
し
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

た
だ
し
決
算
に
つ
い
て
は
人

件
費
が
予
算
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
議

論
に
な
っ
た
。

　
出
版
局
の
23
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
吉
岡
光
人
理
事
長

が
報
告
し
、
3
億
円
の
売
上

げ
を
目
標
と
し
た
も
の
の
2

億
6
6
0
0
万
円
余
り
に
と

ど
ま
っ
た
た
め
2
0
0
0
万

円
を
超
え
る
赤
字
と
な
っ

た
。
ま
た
大
谷
理
経
理
課
長

は
こ
の
ま
ま
で
は
あ
と
数
年

で
債
務
超
過
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
「
こ
の
状
況
で
賞
与
を

出
す
の
は
不
適
切
」、「
給
与

体
系
を
見
直
す
し
か
な
い
」

等
の
意
見
が
出
た
ほ
か
雲
然

俊
美
議
長
は
「
手
を
尽
く
し

て
き
た
結
果
だ
。
こ
れ
か
ら

は
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
等
新

し
い
手
を
打
つ
し
か
な
い
」

と
述
べ
た
。

　
年
金
局
の
23
年
度
決
算
に

つ
い
て
中
川
義
幸
理
事
長
が

説
明
し
、
掛
金
総
額
を
給
付

額
が
上
回
る
「
ワ
ニ
の
口
」

の
状
態
は
変
わ
ら
な
い
が
献

金
や
資
産
運
用
益
に
よ
り

4
3
4
0
万
円
余
り
を
積
み

増
し
退
職
年
金
積
立
金
は
45

億
2
7
5
9
万
7
6
2
円
。

　
最
後
に
「
隠
退
教
師
を
支

え
る
運
動
」
推
進
委
員
会
の

決
算
と
予
算
を
鈴
木
秀
信
推

進
委
員
長
が
報
告
し
、
承
認

さ
れ
た
。

（
米
山
恭
平
報
）

　
財
務
関
連
の
議
案
は
ま
ず

予
算
決
算
委
員
会
報
告
が
宇

田
真
委
員
長
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
後
、
23
年
度
第
3
次
補

正
予
算
が
審
議
さ
れ
た
。
こ

れ
は
経
常
会
計
の
事
業
活
動

収
入
「
繰
入
金
収
入
」
に

カ
ナ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ

り
1
3
4
8
万
1
3
1
0

円
を
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ

る
。
投
資
活
動
収
入
は
「
長

期
借
入
金
収
入
」
を
、
出
版

局
へ
の
貸
付
の
た
め
に
遺

贈
特
別
会
計
よ
り
繰
り
入

れ
た
2
2
0
0
万
円
と
出

版
局
か
ら
の
返
済
分
を
併

せ
て
2
3
4
8
万
円
と
す

る
。
ま
た
投
資
活
動
支
出
は

前
述
2
3
4
8
万
円
の
う
ち

2
2
0
0
万
円
を
出
版
局

へ
の
貸
付
金
と
し
て
支
出

し
、
1
4
8
万
円
を
遺
贈

特
別
会
計
に
資
金
移
動
す

る
。
そ
の
ほ
か
会
館
3
階
の

内
装
工
事
に
関
連
し
た
支
出

等
も
計
上
し
、
第
3
次
補
正

予
算
の
経
常
会
計
全
体
の
収

支
は
3
1
7
万
6
0
0
0
円

の
差
損
。
次
期
繰
越
金
は

5
2
1
5
万
1
8
4
8
円
で

あ
る
。

　
続
い
て
23
年
度
決
算
が

審
議
さ
れ
た
。
宇
田
委
員

長
に
よ
る
と
、
予
算
を
大

幅
に
上
回
っ
た
献
金
収
入
、

鶴
見
教
会
の
解
体
費
用
の

立
て
替
え
分
の
返
金
、
前

述
の
カ
ナ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り

事
業
活
動
収
入
計
は
2
億

9
3
8
7
万
2
9
4
0
円
と

な
っ
た
。
支
出
は
人
件
費
を

予
算
比
85
％
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
23
年
度
決
算
の

経
常
会
計
全
体
の
収
支
は

3
3
7
万
1
2
0
6
円
の
差

損
が
生
じ
、
次
期
繰
越
金
は

5
1
9
5
万
6
6
4
2
円
と

な
る
。

　
そ
の
他
、
23
年
度
教
団
各

種
セ
ン
タ
ー
会
計
報
告
、
24

年
度
第
1
次
補
正
予
算
等
が
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第
43
回
教
団
総
会
に
つ
い
て
協
議

　
第
11
回
常
議
員
会
が
7
月

1
～
2
日
、
教
団
会
議
室
で

常
議
員
全
員
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。

　
書
記
報
告
の
中
で
黒
田
若

雄
書
記
は
、
出
版
局
ス
テ
ア

リ
ン
グ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
に
つ

き
、「
今
総
会
期
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
」
と
報
告
し
た
。

　
総
幹
事
報
告
で
は
網
中
彰

子
総
幹
事
が
、
能
登
半
島
地

震
の
対
応
に
つ
い
て
、
教
団

と
し
て
、
3
回
、
被
災
教
会

を
公
式
に
訪
問
し
た
こ
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

連
し
て
、
礼
拝
出
席
者
数
の

停
滞
は
否
め
ず
、
財
政
状
況

も
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
、
既
に
行
わ
れ
て
い
る

負
担
金
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

加
え
て
、
経
費
削
減
に
努
め

る
こ
と
、教
団
メ
デ
ィ
ア（
広

報
）
に
つ
い
て
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
ル
ー
ム
」
が
完
成
し
た

こ
と
等
を
報
告
し
た
。

　
信
仰
職
制
委
員
会
報
告
で

は
田
邊
由
紀
夫
委
員
長
が
、

長
年
の
課
題
で
あ
る
式
文
の

改
定
に
先
立
ち
、
現
在
用
い

ら
れ
て
い
る
、「
口
語
式
文
」、

「
試
案
と
解
説
」、「
試
用
版
」

に
つ
い
て
の
指
針
を
、特
に
、

准
允
、
按
手
礼
、
洗
礼
式
の

式
文
を
比
較
し
つ
つ
作
成
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
教
師
養
成
制
度
検
討
委
員

会
報
告
で
は
、
菅
原
力
委
員

長
が
、
15
頁
に
わ
た
る
、
教

規
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
日

本
基
督
教
団
の
教
師
論
」
を

配
布
し
た
。
協
議
の
中
で
、

教
師
論
の
拘
束
力
が
問
わ

れ
、
菅
原
委
員
長
は
、
委
員

会
で
は
考
え
て
お
ら
ず
、
扱

い
を
ど
う
す
る
か
は
常
議
員

会
で
議
論
す
べ
き
こ
と
と
説

明
し
た
他
、「
私
た
ち
は
既

に
、
聖
書
、
信
条
、
教
会
法

　
二
種
教
職
制
の
課
題
を
共
有

協議会
　
一
日
目
の
最
後
に
二
種
教

職
制
に
つ
い
て
協
議
会
が
行

わ
れ
た
。
第
42
回
教
団
総
会

後
に
九
州
教
区
か
ら
出
さ
れ

た
抗
議
の
中
で
、
教
憲
9
条

の
改
正
に
向
け
た
協
議
を
進

め
る
べ
き
と
の
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
。

　
冒
頭
、
雲
然
俊
美
議
長
が

発
題
し
、
第
32
回
教
団
総
会

（
2
0
0
0
年
）
で
「『
教
憲

第
9
条
を
検
討
す
る
件
』（
第

31
総
会
か
ら
継
続
）
を
可
決

後
、
総
会
期
を
ま
た
い
で
継

続
し
て
審
議
を
し
、
第
34
総

会
期
の
常
議
員
会
が
、「
機

が
熟
し
て
い
な
い
」
と
の
理

由
で
、
本
件
を
終
結
す
る
ま

で
の
流
れ
を
振
り
返
っ
た
。

そ
の
中
で
、
3
委
員
会
（
教

師
、
教
師
検
定
、
信
仰
職
制
）

で
協
議
が
な
さ
れ
た
他
、「
教

憲
9
条
検
討
作
業
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
教
憲
・
教
規

の
変
更
案
も
提
案
さ
れ
た
こ

と
を
説
明
し
、
多
く
の
労
力

が
割
か
れ
て
来
た
こ
と
、
改

正
に
は
広
範
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
発
題
を
受
け
て
の
質
疑
応

答
で
は
、
最
終
報
告
の
「
機

が
熟
す
」
と
は
ど
う
い
う
状

況
な
の
か
が
問
わ
れ
、
作
業

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
っ
た
藤
掛
順
一
常
議
員

は
、
当
時
の
協
議
の
中
で
、

こ
の
問
題
が
、
様
々
な
教
派

的
伝
道
が
あ
る
教
団
で
、
教

会
論
、
教
師
論
を
ど
う
確
立

し
て
行
く
か
と
関
係
す
る
と

の
認
識
に
至
っ
た
こ
と
を
説

明
、「『
機
が
熟
す
』
と
は
教

団
の
教
師
論
が
確
立
さ
れ
て

行
く
こ
と
」
と
述
べ
た
。

　
協
議
の
中
で
、「
二
種
教

職
制
」
が
、カ
ト
リ
ッ
ク
（
叙

階
性
）
と
異
な
り
万
人
祭
司

に
立
つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に

　
23
年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
承
認

財務関連

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
教
師
論
が
新
し
い
拘
束

性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
」
と
述
べ
た
。
報
告
を

承
認
し
た
後
、
雲
然
俊
美
議

長
は
、「
教
師
論
」
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、「
8
月
に

常
議
員
の
協
議
会
を
開
催
、

10
月
の
常
議
員
会
で
三
役
か

ら
提
案
し
た
い
」
と
述
べ
、

議
場
は
承
認
し
た
。

　
東
北
地
方
地
震
被
災
教
会

会
堂
等
再
建
支
援
委
員
会
の

報
告
で
は
、
篠
浦
千
史
委
員

長
が
、
2
0
2
1
年
の
地
震

か
ら
3
年
が
経
っ
た
こ
と
を

受
け
て
委
員
会
を
閉
じ
る
こ

と
等
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
新
た
に
議
案
を
立

て
、
委
員
会
を
終
了
し
、
不

足
分
2
1
0
万
1
5
7
4
円

は
、
東
日
本
大
震
災
救
援
対

策
継
続
委
員
会
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
処
理
す

る
こ
と
を
可
決
し
た
。

　
第
43
回
教
団
総
会
準
備
委

員
会
報
告
で
は
、
豊
川
昭
夫

常
議
員
が
協
議
事
項
に
つ

き
、「
傍
聴
者
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
。
来
賓
は
招
か
ず
、
信

徒
の
交
流
、
解
放
劇
は
行
わ

な
い
。
参
加
費
は
2
万
円
。

会
場
は
3
階
の
み
を
使
用

（
費
用
2
4
7
0
万
円
）」
等

を
報
告
し
た
。審
議
の
中
で
、

議
事
運
営
を
ス
ム
ー
ス
に
進

め
る
こ
と
に
つ
き
、
具
体
的

に
検
討
し
て
ほ
し
い
等
の
意

見
が
出
た
。
ま
た
、
第
43
回

教
団
総
会
に
関
す
る
件
で

は
、
主
題
を
「
キ
リ
ス
ト
の

か
ら
だ
な
る
教
会
」
と
す
る

こ
と
の
他
、教
団
総
会
議
員
、

准
議
員
、
特
別
委
員
、
礼
拝

奉
仕
者
等
を
承
認
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し

た
3
教
会
及
び
教
会
関
連
幼

児
施
設
の
再
建
に
取
り
組
む

た
め
に
、「
能
登
半
島
地
震

被
災
教
会
会
堂
等
再
建
支
援

雲然議長が発題

は
な
じ
ま
ず
、
ま
た
、
説
教

が
で
き
る
の
に
聖
礼
典
が
で

き
な
い
教
師
と
い
う
の
は
在

り
方
と
し
て
は
間
違
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
二
種
教
職
制
に
対
す
る
積

極
的
な
立
場
か
ら
は
、
補
教

師
期
間
の
学
び
は
、
教
会
で

仕
え
つ
つ
課
題
を
見
出
し
て

学
ぶ
と
い
う
意
義
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
一
方
、
改
正

を
求
め
る
立
場
か
ら
は
、
補

教
師
を
主
任
担
任
教
師
と
し

て
迎
え
、
聖
礼
典
が
執
行
で

き
な
い
と
い
う
教
会
の
悲
し

み
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
補
教
師
が
大
き

な
教
会
の
伝
道
師
と
な
る
道

筋
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
日
下
部
遣
志
九
州
教
区
議

長
は
、
九
州
教
区
が
、「
間

違
っ
て
い
る
と
皆
が
分
か
っ

て
い
な
が
ら
続
け
て
い
る
こ

と
は
お
か
し
い
」
と
訴
え
て

来
た
こ
と
を
告
げ
、「
教
師

を
一
本
化
し
て
か
ら
、
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
行
け

ば
良
い
」
と
訴
え
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

夏
期
一
斉
休
暇
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
教
団
事
務
局
と
年
金

局
は
8
月
7
～
9
日
、

出
版
局
は
8
月
1
～

2
日
と
な
り
ま
す
。

総
幹
事
　
網
中
彰
子

委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と

を
可
決
し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）
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第
85
回
沖
縄
教
区
総
会
が

５
月
26
～
27
日
、
沖
縄
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
た
。
開
会
時
の
議
員
数

は
47
名
中
41
名
の
出
席
が

あ
っ
た
。
今
回
も
宮
古
島
、

石
垣
島
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン

出
席
が
行
わ
れ
た
。
傍
聴
に

関
し
て
は
、
沖
縄
教
区
内
の

教
師
・
信
徒
の
み
を
議
場
に

入
れ
、
他
教
区
か
ら
の
傍
聴

者
は
議
場
外
に
て
モ
ニ
タ
ー

を
通
し
て
の
対
応
を
と
っ

た
。

　
開
会
礼
拝
、
組
織
会
、
議

事
日
程
、
総
会
特
別
委
員
選

任
等
を
行
っ
た
後
、
早
速
に

議
長
報
告
、
常
置
委
員
会
報

告
と
共
に
、
議
長
選
挙
、
副

議
長
選
挙
、
書
記
選
挙
に

入
っ
た
。
書
記
は
慣
例
と
し

て
新
議
長
・
新
副
議
長
の
推

薦
を
議
場
に
て
の
承
認
に
て

選
出
し
て
い
る
。

　
議
案
第
7
号
教
団
総
会
議

員
選
挙
に
関
す
る
件
で
は
、

今
回
も
「
教
団
総
会
議
員
を

選
出
し
な
い
こ
と
を
承
認
す

る
」
が
賛
成
多
数
に
て
可
決

承
認
さ
れ
た
。
周
知
の
と
お

り
、
第
33
回
日
本
基
督
教
団

総
会
に
お
い
て
名
称
変
更
議

案
が
廃
案
と
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り「
教
団
と
距
離
を
置
く
」

沖
縄
教
区
と
し
て
は
、「
こ

の
方
針
が
解
消
さ
れ
得
る
理

由
が
な
い
限
り
、
総
会
議
員

を
選
出
し
な
い
」
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
議
案
第
8
号
で
は

「
沖
縄
教
区
巡
回
教
師
規
程
」

の
制
定
に
関
し
て
議
論
さ
れ

た
。
こ
れ
は
前
総
会
期
か
ら

も
継
続
で
議
論
さ
れ
「
規
定

案
」
も
整
え
ら
れ
た
が
、
議

場
で
は
巡
回
教
師
の
必
要
・

不
要
論
か
ら
始
ま
り
、
教
区

と
し
て
の
宣
教
と
し
て
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
の

課
題
が
指
摘
さ
れ
、
一
旦
、

新
常
置
委
員
会
で
審
議
を
や

り
直
す
よ
う
常
置
委
員
会
へ

の
付
託
と
な
っ
た
。

　
沖
縄
教
区
の
宣
教
の
柱
で

教
団
総
会
議
員
、選
出
し
な
い
こ
と
を
可
決

あ
る
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
（
ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
）
の
建
物
も
築
後
40

年
近
く
と
な
り
、
老
朽
化
に

よ
る
修
繕
の
必
要
性
が
迫
ら

れ
て
い
る
。
財
政
事
情
の
厳

沖縄

　
各
教
区
総
会
が
日
程
通
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
し
つ
つ
、
数
年
ぶ
り
に
聖

餐
式
を
行
う
こ
と
が
出
来
た

教
区
も
あ
り
、
喜
び
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
准
允
・
按
手

礼
式
が
行
わ
れ
た
総
会
も
あ

り
、
教
団
の
教
師
と
し
て
、

主
の
体
な
る
教
会
に
共
に
連

な
る
幸
い
を
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
新
し
い
日
々
が
主

の
導
き
の
内
に
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
教
会
・
伝
道
所
の
解
散
が

あ
っ
た
教
区
で
は
、
長
き
に

亘
る
働
き
を
創
立
か
ら
の
歴

史
と
共
に
皆
で
覚
え
「
感
謝

を
持
っ
て
神
さ
ま
に
お
返
し

い
た
し
ま
す
」
と
の
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、

長
年
の
祈
り
が
実
り
、
新
し

く
設
立
さ
れ
た
教
会
・
伝
道

所
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な
環

境
の
中
で
礼
拝
を
捧
げ
る
希

望
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
教
区
に
よ
っ
て
は
各
個
教

会
の
近
況
報
告
が
掲
載
さ
れ

た
資
料
も
あ
り
、
受
洗
者
が

与
え
ら
れ
た
恵
み
と
喜
び
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

一
人
に
神
さ
ま
の
救
い
の
御

業
を
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の

教
会
の
礼
拝
に
ま
だ
見
ぬ
新

し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
各
教
区
に
共
通
す
る
課
題

は
教
勢
低
下
に
伴
い
教
区
活

動
を
見
直
し
て
各
個
教
会
の

財
政
負
担
減
を
計
る
こ
と
で

す
。
教
区
互
助
、互
助
規
則
、

謝
儀
保
障
制
度
な
ど
継
続
し

て
き
た
制
度
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
か
、
持
続
可
能
な
方

法
は
何
か
も
協
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
捧
げ
る
思
い
を
大
切

に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
区
財
政
の
縮
小
と
い
う

過
渡
期
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
定
着
し
て
き
た
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
会
議
や
委
員

会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整

え
る
教
区
も
あ
り
ま
す
。
選

挙
に
お
い
て
投
票
ア
プ
リ
を

導
入
し
、
全
員
が
ス
マ
ホ
で

瞬
時
に
投
票
を
行
う
教
区
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

大
幅
な
時
間
短
縮
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

全ての教区総会が日程通りに開催教区総会報告
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シ
ョ
ン
）
が
進
む
一
方
、
一

教
会
で
は
困
難
な
教
会
敷
地

の
整
備
や
会
堂
維
持
の
た
め

の
人
的
な
協
力
が
近
隣
教
会

を
含
め
て
教
区
と
し
て
既
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
区
報
を
含
む
広
報
活
動

に
つ
い
て
も
時
代
の
変
化
に

応
じ
て
多
様
な
手
段
を
検
討

し
て
い
る
教
区
も
あ
り
ま
し

た
。
印
刷
・
製
本
・
発
送

費
用
な
ど
が
高
騰
し
始
め
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。世
代
に
関
係
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報

に
手
軽
に
接
続
出
来
る
今
、

内
容
に
よ
っ
て
は
頻
度
を
多

く
短
く
発
信
す
る
こ
と
も
有

益
と
な
り
ま
す
。
何
で
も
新

し
く
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人

員
減
少
に
応
じ
た
無
理
の
な

い
広
報
方
法
が
あ
る
こ
と
は

可
能
性
の
一
つ
と
し
て
知
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
能
登
半
島
地
震

被
災
教
会
に
つ
い
て
は
中
部

教
区
総
会
で
七
尾
教
会
・
羽

咋
教
会
・
富
来
伝
道
所
・
輪

島
教
会
の
主
任
牧
師
が
そ
れ

ぞ
れ
報
告
す
る
時
間
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
困
難
の
只
中

に
あ
る
教
会
や
周
囲
の
現
状

に
心
痛
め
つ
つ
祈
り
と
献
金

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

感
謝
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
区
総
会
を
終
え
て

総
幹
事
　網
中
彰
子

総括

北
村
慈
郎
教
師
戒
規
、再
審
議
を
求
め
る

神奈川

　
第
1
5
3
回
神
奈
川
教
区

総
会
が
6
月
29
日
、
清
水
ヶ

丘
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。
開

会
時
、
正
議
員
の
出
席
者
数

は
2
2
1
名
中
、
1
5
4
名

だ
っ
た
。

　
准
允
と
按
手
礼
執
行
に
関

す
る
件
で
は
志
願
者
が
そ
れ

ぞ
れ
所
信
を
述
べ
た
の
に
対

し
、
議
場
か
ら
北
村
慈
郎
教

師
の
戒
規
に
つ
い
て
考
え
を

述
べ
る
よ
う
求
め
る
声
が
上

が
っ
た
。
神
奈
川
教
区
が
准

允
・
按
手
礼
の
執
行
に
際
し

重
ね
て
き
た
「
今
回
の
教
師

検
定
試
験
は
、
不
当
と
ま
で

は
言
え
な
い
」
と
の
決
議
に

対
し
て
「
議
案
で
な
い
も
の

を
決
議
し
て
よ
い
の
か
」、

「
不
当
だ
が
新
た
な
教
師
を

望
む
苦
渋
の
歴
史
の
中
で
こ

の
決
議
が
生
ま
れ
た
こ
と
を

重
ん
じ
る
べ
き
」、「
教
師
検

定
制
度
に
問
題
が
あ
る
な
ら

別
の
形
で
提
起
す
べ
き
」
等

の
意
見
が
出
た
。
ま
た
議
論

は
2
種
教
職
制
に
も
及
ん

だ
。

　
古
谷
正
仁
議
長
は
「
次
回

総
会
に
は
こ
の
決
議
を
議
案

化
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

今
回
は
こ
の
ま
ま
採
決
に
入

り
た
い
」
と
述
べ
た
。
採
決

の
結
果
全
員
の
執
行
が
承
認

さ
れ
た
後
、
准
允
お
よ
び
按

手
礼
が
執
行
さ
れ
正
教
師
2

名
と
補
教
師
3
名
が
新
た
に

立
て
ら
れ
た
。

　
教
団
問
安
使
の
藤
盛
勇
紀

総
会
副
議
長
に
対
し
て
は
戒

規
問
題
や
能
登
半
島
地
震
へ

の
対
応
に
つ
い
て
質
問
が
出

た
。
ま
た
、
あ
る
准
議
員
は

「
教
師
委
員
会
が
前
総
会
期

の
教
師
委
員
会
が
見
送
っ
た

他
教
区
か
ら
の
戒
規
申
し
立

て
を
総
会
期
が
代
わ
っ
た
と

し
て
受
理
し
た
の
は
一
事
不

再
議
の
原
則
に
反
す
る
」
と

指
摘
し
「
そ
れ
な
ら
ば
北
村

教
師
の
戒
規
に
つ
い
て
も
再

審
理
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
」と
述
べ
た
。

　
議
案
第
7
号
「
日
本
基
督

教
団
第
36
総
会
期
教
師
委
員

会
に
よ
り
戒
規
免
職
処
分
に

さ
れ
た
北
村
慈
郎
教
師
の
戒

規
申
し
立
て
と
審
判
委
員
の

選
任
に
公
正
・
中
立
性
に
つ

い
て
疑
い
が
あ
る
の
で
、
本

総
会
期
常
議
員
会
で
新
た
な

審
判
委
員
を
選
び
、
再
審
理

を
求
め
る
件
」
は
、
北
村
教

師
の
戒
規
申
し
立
て
の
プ
ロ

セ
ス
に
重
大
な
問
題
が
あ
る

た
め
常
議
員
会
に
再
審
理
を

求
め
る
こ
と
を
旨
と
す
る
議

案
を
、
第
43
回
教
団
総
会
に

提
出
す
る
こ
と
を
諮
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
42
回
教
団
総

会
を
踏
ま
え
て
戒
規
の
無
効

性
に
は
触
れ
ず
、
む
し
ろ
無

効
性
の
判
断
を
下
す
審
判
委

員
の
選
び
直
し
を
求
め
る
も

の
と
説
明
さ
れ
た
。「
公
正

性
に
疑
い
は
な
い
」、「
未
受

洗
者
陪
餐
に
は
反
対
だ
が
戒

規
の
プ
ロ
セ
ス
に
誤
り
が
あ

る
」
等
、
賛
否
様
々
な
意

見
が
出
た
。
採
決
の
結
果

1
2
1
名
中
84
名
の
賛
成
で

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

し
い
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
維
持
し
活
用

し
て
い
く
か
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】上
地
武（
首
里
）、【
副

議
長
】
具
志
堅
篤
（
読
谷
）、

【
書
記
】
仲
本
瑩
（
平
良
川
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
髙
多
新
（
高
原
）、

島
し
づ
子
（
う
ふ
ざ
と
）

【
信
徒
】
玉
城
凉
子
（
兼
次
）、

羽
柴
直
子
（
名
護
）、
城
間

枝
都
子
（
首
里
）、
国
吉
和

雄
（
西
原
）（

上
地
　
武
報
）

准允・按手の執行を個別に採決

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
古
谷
正
仁
（
蒔
田
）、

藤
掛
順
一
（
横
浜
指
路
）、

秋
間
文
子
（
茅
ヶ
崎
南
湖
）、

平
良
愛
香
（
川
和
）、
小
宮

山
剛
（
逗
子
）、
金
子
信
一

（
湯
河
原
）、
佐
野
匡
（
横
浜

本
郷
台
）、
孫
裕
久
（
川
崎

戸
手
）、
寺
田
信
一
（
横
須

賀
小
川
町
）、宮
川
忠
大
（
横

浜
本
牧
）、
長
倉
基
（
藤
沢

北
）、
井
殿
準
（
翠
ヶ
丘
）、

原
宝
（
上
大
岡
）、
桐
藤
薫

（
六
ッ
川
）

【
信
徒
】
岡
安
博
（
鶴
見
）、

松
森
し
お
り
（
横
浜
指
路
）、

荒
木
美
智
子
（
鎌
倉
雪
ノ

下
）、大
西
誠
（
横
浜
指
路
）、

沖
田
忠
子
（
横
浜
港
南
台
）、

本
城
勇
介
（
鎌
倉
雪
ノ
下
）、

岩
村
悦
江
（
二
ツ
橋
）、
松

橋
秀
之
（
蒔
田
）、
伊
東
永

子（
翠
ヶ
丘
）、川
合
重
貞（
橋

本
）、
斎
藤
圭
美
（
高
座
渋

谷
）、
古
賀
健
一
郎
（
紅
葉

坂
）、堀
木
一
男
（
六
ッ
川
）、

世
安
正
明
（
衣
笠
病
院
）

（
米
山
恭
平
報
）

左から具志堅副議長、上地議長、仲本書記
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社
会
委
員
長
会
議

　
6
月
24
日
、
25
日
、
全
国

社
会
委
員
長
会
議
が
教
団
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席

者
は
教
区
・
支
区
の
代
表
者

15
名
、
発
題
者
3
名
、
社
会

委
員
6
名
、
事
務
局
2
名
の

計
26
名
だ
っ
た
。
こ
の
会
議

の
テ
ー
マ
は
「
災
害
に
備
え

る
」
と
い
う
も
の
で
、
開
会

礼
拝
で
は
柳
谷
知
之
社
会
委

員
長
よ
り
、
マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
25
章
31
節
以
下
お
よ

び
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
13

章
1
節
以
下
よ
り
、
日
ご
ろ

の
私
た
ち
の
生
き
方
、
在
り

方
を
顧
み
る
時
が
与
え
ら
れ

た
。
続
い
て
、
各
教
区
・
支

区
よ
り
活
動
報
告
お
よ
び
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
が
な
さ
れ

た
。
今
回
は
事
前
に
災
害
へ

の
備
え
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
依
頼
し
、
当
日
は
そ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
い
て
報
告

し
て
も
ら
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
以
下

　「
災
害
に
備
え
る
」を
テ
ー
マ
に

▼︎
全
国
社
会
委
員
長
会
議
・
社
会
委
員
会
▲︎

の
通
り
。「
①
教
区
に
お
け

る
災
害
窓
口
は
あ
り
ま
す

か
。
ま
た
、
災
害
が
起
こ
っ

た
時
に
ど
の
よ
う
な
組
織
や

体
制
を
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。
②
教
区
と
し
て
災
害
へ

の
備
え
を
ど
の
よ
う
に
な

さ
っ
て
い
ま
す
か
。
③
今
ま

で
に
、
災
害
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
た
の
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。
④
教
区
と

し
て
災
害
へ
の
備
え
に
関
し

て
課
題
が
あ
れ
ば
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
⑤
災
害
対
策
と

し
て
教
団
に
期
待
す
る
こ
と

や
ご
要
望
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
」。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
19
教
区
・

支
区
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

大
災
害
を
経
験
し
た
教
区
と

そ
う
で
は
な
い
教
区
で
備
え

へ
の
差
が
見
ら
れ
た
。
各
教

区
・
支
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
に
基
づ
い
た
対
策
や
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
共
有
、
ま
た

地
域
独
自
の
課
題
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
で

あ
っ
た
。

　
夕
食
休
憩

後
、
能
登
半

島
地
震
を
め

ぐ
っ
て
、
中

部
教
区
の
対

応
を
加
藤
幹

夫
中
部
教
区

議
長
よ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
報
告

を
野
田
沢
牧

師
よ
り
受
け

た
。
能
登
半

島
の
刻
々
と

変
わ
る
状
況
に
中
部
教
区
が

丁
寧
に
関
わ
っ
た
こ
と
と
、

ま
た
複
雑
な
課
題
の
一
部
分

を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
活
発
な
質
疑
応
答
や
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
一
日
目

を
終
了
し
た
。

　
二
日
目
は
教
団
救
援
対
策

本
部
の
実
働
報
告
を
道
家
紀

一
幹
事
よ
り
、
ま
た
A
C
T

ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
報
告
を
牧

由
紀
子
氏
よ
り
聞
い
た
。
教

団
は
、「
救
援
対
策
基
金
に

関
す
る
運
用
規
定
」
に
基

い
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
、

B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）

も
作
成
し
た
が
ま
だ
精
査
が

必
要
な
段
階
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
A
C
T
ジ
ャ

パ
ン
は
3
月
と
5
月
に
炊
き

出
し
を
行
い
、
6
月
か
ら
は

月
に
一
度
カ
フ
ェ
を
開
く
予

定
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

各
報
告
後
に
質
疑
の
時
間
を

も
ち
、
そ
の
後
は
中
部
教
区

社
会
委
員
会
活
動
報
告
を
聞

き
、
全
体
会
へ
と
進
ん
だ
。

全
体
会
で
は
、
教
団
や
社
会

委
員
会
へ
の
要
望
、
社
会
委

員
長
会
議
に
つ
い
て
の
提
言

な
ど
が
あ
っ
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
対
面
で
の
会

議
に
喜
び
の
声
が
聞
か
れ

た
。
特
に
災
害
へ
の
備
え
に

は
日
ご
ろ
か
ら
の
つ
な
が
り

や
関
係
作
り
が
大
切
で
あ
る

た
め
、
今
回
の
会
議
で
顔
の

見
え
る
関
係
を
築
き
上
げ
る

重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
大
塚
啓
子
委
員
の

閉
会
祈
祷
を
も
っ
て
終
了
し

た
。

第
6
回
社
会
委
員
会

　
全
国
社
会
委
員
長
会
議

後
、
開
催
さ
れ
た
。

　
真
壁
巌
委
員
に
よ
る
開
会

礼
拝
の
後
、
日
本
キ
リ
ス
ト

教
社
会
事
業
同
盟
報
告
を
受

け
た
。「
教
団
と
の
関
係
を

考
え
る
会
」
第
2
回
会
合
が

2
月
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
、
2
名
の
発
題
が

あ
っ
た
。

　
主
な
協
議
事
項
は
、
ま
ず

社
会
委
員
長
会
議
の
振
り
返

り
を
行
っ
た
。
会
議
を
受
け

て
、
教
団
の
H
P
の
文
書
・

資
料
集
に
各
教
区
の
災
害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
載
せ
る
準

備
を
す
る
こ
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
一
部
を
教
団
常
議

員
会
と
共
有
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
会
議
の
ま
と
め

を
作
成
し
、
欠
席
し
た
教
区

に
送
る
こ
と
と
し
た
。
募
金

に
関
し
て
は
、
6
月
20
日
現

在
、
能
登
半
島
地
震
緊
急
救

援
募
金
と
し
て
7
8
3
4
万

5
7
8
3
円
が
さ
さ
げ
ら
れ

て
い
る
。
6
月
末
ま
で
と
さ

れ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
救
援

募
金
を
12
月
末
ま
で
、
ま
た

ガ
ザ
救
援
募
金
も
12
月
末
ま

で
延
長
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　
そ
の
他
、
第
43
回
教
団
総

会
に
提
出
す
る
資
料
の
確

認
、「
社
会
委
員
会
通
信
」

第
52
号
を
教
団
総
会
ま
で
に

発
行
す
る
こ
と
を
決
め
、
髙

承
和
委
員
の
祈
り
を
も
っ
て

閉
会
し
た
。（

大
塚
啓
子
報
）

教区・支区の代表者が集まって

主よ、平和をわたしたちにお授けください。
わたしたちのすべての業を　成し遂げてくだ
さるのはあなたです。わたしたちの神なる主
よ　あなた以外の支配者が我らを支配してい
ます。　しかしわたしたちは　あなたの御名
だけを唱えます。

（イザヤ書 26章12節〜 13節）

　涙も枯れるほどの恐怖が、いまもガザ地区
を覆います。主イエスが、愛と平和と和解を
もたらすためにこの世に遣わされ、愚かなわ
たしどものために十字架刑となった地におい
て、多くの無辜の命が強大な軍事力によって
弄ばれるように奪われています。「わたしたち
の神なる主よ　あなた以外の支配者が我らを
支配しています」。それは同時に、わたしども
のうちにある愚かさでもあります。
　しかしわたしどもは、何度でも主イエスに
立ち帰り「あなたの御名だけを唱えます」。そ
してどうか「平和をわたしたちにお授けくだ
さい」と悔い改めと共に深く祈り求め、ここ
に平和メッセージを宣言します。

＜パレスチナにおける紛争について＞

　近代以降、植民地主義と資本主義による支
配の根源が凝縮されたパレスチナにおいて、
剥き出しの恐怖と残虐さが生々しく日々、私
どもの前に、マスメディア、ソーシャルネッ
トワーク等を通じて激しく突き出されていま
す。こうしている今も、イスラエル軍は西側
諸国の物理的心理的援護を背景に、罪なきパ
レスチナ人を殺戮し、ガザ地区の人びとは昼
夜問わず恐怖に包まれ、地獄を生きているの
です。かつてホロコーストの地獄で命を奪わ
れたユダヤ人、被差別民、障がい者たちの魂、

同時に今、世界中の抑圧された人びとの魂も
また、おぞましいジェノサイドの中で、再び
容赦なく踏み潰されています。
　それでも同じ時にまた、世界中で、この紛争
を終わらせようと多くの人びとが声を上げ、
世界中のユダヤ教徒、キリスト教徒、イスラ
ム教徒の人びともまた傷ついたパレスチナの
人びとのために祈りを共にしています。わた
しどもも、パレスチナに一刻も早く真の平和
がもたらされるよう祈ります。

＜日韓の歴史について＞

　1910年の朝鮮併合により日本の植民地と
された朝鮮半島から、日本の軍需工場や鉱山、
炭鉱に労働力として強制連行された朝鮮人労
働者を追悼する碑が日本各地に建立されてい
ます。その中で2024年1月29日、多くの市民
の反対の声を無視し、群馬県知事は群馬県立
公園「群馬の森」に建立された「記憶　反省
　そして友好」と刻まれた朝鮮人労働者追悼
碑の撤去工事を開始しました。在特会を含め
た右派系市民団体による誤った歴史宣伝を元
に、強制連行などなかった等と歪められた歴
史理解に行政、政府が同調し、日本各地で同
様の事態が進んでいます。
　日本基督教団と在日大韓基督教会は、この
ような誤りと悪意に満ちた日韓の歴史を継承
するのではなく、朝鮮半島と日本、東北アジ
ア全体の真の平和を愛と和解と調和の中で共
に未来を目指し歩み続けます。

＜アジアの平和について＞

　2023年度の向こう5年間の日本の防衛費は
43兆円という空前の金額となりました。2022
年にイギリス、イタリアと戦闘機開発を合意

した結果、2024年3月には遂に第三国へ最新
型戦闘機を輸出することを国会審議もせずに
決定していまいました。日本は他国から眺め
れば巨大な軍事国家を目指し、国際社会にお
ける平和の秩序を保つことを放棄するのでは
という懸念を、かつて日本が侵略した地域の
人びとにもたらします。
　また、台湾有事を見据えた中国への牽制と
しての米国軍事同盟の強化は、朝鮮半島と南
西諸島を戦闘地域と想定しています。とりわ
け沖縄では、2016年以降、米軍基地のみなら
ず自衛隊基地の増強と新たな基地設置が続い
ており、そこに暮らす人びとの未来を脅かし、
平和を遠ざけています。軍事で平和は守れま
せん。わたしどもは繰り返し、何度でも訴え
続けます。そして、日韓の市民とアジアの人
びとと共に歩みます。

＜原発依存からの脱却について＞

　東京電力福島第一原子力発電所から放射能
汚染水海洋投棄が始まり、2024年度は54,700
トンの汚染水が投棄される予定で、トリチウ
ムの総量は約14兆ベクレルになると報道さ
れています。
　また、2024年1月1日に起きた能登半島地
震では、震源地の近くに多くの原発があり、
多くの人が第二の原発被害を思い浮かべまし
た。幸いにも原発に被害はないとされました
が、避難経路に多くの課題があることが浮き
彫りとなりました。
　振り返れば、2011年の東京電力福島第一原
発のメルトダウン・爆発により海洋に流れ出
た、希釈されていない放射性液体廃棄物は、
セシウム137で15,000兆ベクレルであり、年
間管理目標値2,200億ベクレルの約7万年分
です。この放射性物質は、いまも海洋を移動
しています。地震の多い日本の国土において
原発ほど命を脅かすものはなく、直ちに運転
を停止させ、速やかに廃炉への作業に取りか
からねばなりません。
　わたしどもは、人間の力では制御できない
原発に依存するエネルギー政策からの脱却を
強く求めます。

2024年
　在日大韓基督教会
　日 本 基 督 教 団　平和メッセージ

2024年　平和聖日　　　　　　　　　

日本基督教団　総会議長　雲然俊美　
在日大韓基督教会総会長　梁栄友　
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教憲9条を改正し、伴って関連教規条項を改正する件

提案者　第70回九州教区総会
議案
　現行の教憲第9条の規定「教師はこれをわけて，正教師および補教
師とする」は、先の大戦下に宗教団体法（1940年施行）及び同施行
令の命じるところに従って合同前各教派が不可抗力的に採るに至った

「二種教職制」を踏襲して定められた旧日本基督教団規則第207条「教
師ハ之ヲ分チテ正教師及補教師ノ二種トス」を、戦後の混乱期に充分
な検討なくそのままに引き継いだ（1946年6月制定）ものであって、
教会の信仰に基く内的希求ないし信仰的決断に発した定めではない。
　従って、第42回日本基督教団総会は、先の戦時下に犯した“神の
主権よりも国権を上位に置いた過ち”を深く悔改め、神が与え給うた
信仰の自由なる決断において、教憲第9条を次の通り、改正し、伴っ
て関連教規条項を改正する。

教憲変更議案：「教憲9条を改正し、伴って関連教規条項を改正する件」
掲載について

2024年7月27日
第42総会期　日本基督教団総会議長　雲然俊美

　第74回九州教区定期総会にて、第43回教団総会への提出議案として
可決されました。本議案は、「教憲変更議案」となります。教憲12条に
則り、教団新報にて「公表する」こととなりました。

《 現行規程 》 《 改訂規程（案）》

教 憲
第9条
本教団の教師は、神に召され正
規の手続きを経て献身した者と
する。
教師はこれをわけて、正教師お
よび補教師とする。
正教師は按手礼を領した者、補
教師は伝道の准允を受けた者と
する。

なし

教 規
第7条①　略
②　議長、副議長および書記は、
正教師の議員の中から定期教団
総会において選挙する。

第12条①　略
②　仮議長は、正教師の議員の
中から選ぶ。　

第61条①　教区総会は、次に掲
げる議員をもって組織する。た
だし、沖縄教区の場合は、第1号
ないし第4号の議員を教区規則の
定めるところによって変更する
ことができる。
 （1）略
 （2）教区内における正教師たる
巡回教師
および正教師たる教務教師の互
選による者、総数の3分の1
 （3）教区内における正教師たる
神学教師各神学校の専任者、総
数の2分の1
 （4）－（5）　略

第62条①　次に掲げる者は、准
議員として教区総会に出席し発

第9条
本教団の教師は、神に召され正
規の手続きを経て献身し、按手
礼を領した者とする。

付則（※12条の後に追加）
上記の変更は、決議の日から3年
を超えない範囲内において、常
議員会の定める日から施行する。

②　議長、副議長および書記は、
教師の議員の中から定期教団総
会において選挙する。

②　仮議長は、教師の議員の中
から選ぶ。

第61条①　教区総会は、次に掲
げる議員をもって組織する。た
だし、沖縄教区の場合は、第1号
ないし第4号の議員を教区規則の
定めるところによって変更する
ことができる。
 （1）略
 （2）教区内における巡回教師
および教務教師の互選による者、
総数の3分の1

 （3）教区内における神学教師各
神学校の専任者、総数の2分の1

 （4）－（5）　略

第62条①　次に掲げる者は、准
議員として教区総会に出席し発

※下線部改正箇所　　（参考）は、諸規定等で、関連して改正が必要となるものの例を示す。
※教規改正以外に、「教師検定規則」の改正も必要となる。

言することができる。ただし、
表決に加わることができない。
 （1）正教師で議員でない者
 （2）補教師で議員でない者
 （3）教区総会において推薦する
者
 （4）キリスト教教育主事

第63条①　略
②　議長および副議長は、正教
師たる議員の中から、書記は議
員の中から、定期教区総会にお
いて選挙する。
③－④　略

第66条　教区総会において処理
すべき事項は次のとおりである。
　（1）－（2） 略
 （3）教師の按手礼および准允に
関する事項
 （4）牧師、伝道師の就任、退任
その他教師の移動に関する事項
 （5）以下　略
 
第103条　教会担任教師が正教師
であるときは牧師、補教師であ
るときは伝道師という。

 （参考）

　「日本基督教団　教会」規則（準則）

第14条①　担任教師が正教師で
あるときは牧師、補教師である
ときは伝道師という。
②　略

第15条　牧師または伝道師が就
任したとき、教会は教区と合議
の上、就任式をおこなう。

第104条　教会担任教師は、次
の教務を執行する。ただし、伝
道師は第2号の教務を執行できな
い。
以下　略。

第123条①　教師は分けて正教師
および補教師とする。
②　教師は教区および教団の名
簿に登録しなければならない。

第124条①　正教師とは、正教師
試験に合格し、教区総会の議決
を経て、按手礼を領したものと
する。
②　略

第125条①　補教師とは補教師検
定試験に合格し、教区総会の議
決を経て、伝道の准允を受けた
ものとする。
②　准允は、教区総会議長がつ
かさどる。

 （参考）

　宣教師に関する規定

第5条（職制）
　受入れ宣教師で、本教団の教
師と同等の准允もしくは按手礼
を受領した者は、教規123条の本
教団の教師とみなす。

言することができる。ただし、
表決に加わることができない。
 （1）教師で議員でない者
 （2）教区総会において推薦する
者
 （3）キリスト教教育主事

第63条①　略
②　議長および副議長は、教師
たる議員の中から、書記は議員
の中から、定期教区総会におい
て選挙する。
③－④　略

第66条　教区総会において処理
すべき事項は次のとおりである。
　（1）－（2） 略
 （3）教師の按手礼に関する事項
 （4）牧師の就任、退任その他教
師の移動に関する事項
 （5）以下　略

第103条　教会担任教師を牧師と
いう。

 （参考）

　「日本基督教団　教会」規則（準則）

第14条①　担任教師を牧師とい
う。
②　略

第15条　牧師が就任したとき、
教会は教区と合議の上、就任式
をおこなう。

第104条　教会担任教師は、次の
教務を執行する。
以下　略。

第123条　①　削除
教師は教区および教団の名簿に
登録しなければならない。

第124条①　教師とは、教師試験
に合格し、教区総会の議決を経
て、按手礼を領したものとする。
②　略

第125条　削除

 （参考）

　宣教師に関する規定

第5条（職制）
　受入れ宣教師で、本教団の教
師と同等の按手礼を受領した者
は、教規123条の本教団の教師と
みなす。　　
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公　告
第43回　日本基督教団総会開催について

第43回日本基督教団総会を下記のとおり開催いたしますので、ここに公告します。
会期　2024年10月29日（火）午後1時30分 〜 31日（木）午後3時
会場　ホテルメトロポリタン（東京都豊島区池袋1丁目6番1号）

　2024年7月27日
日本基督教団総会議長　雲然俊美

◎議案は9月21日（土）、建議請願は10月10日（木）に締め切りとなります。
 
傍聴希望者は下記の要領に従って手続きをしてください。
1.傍聴資格
　本教団の教師および現住陪餐会員たる信徒に限ります。なお、信徒の方は所属教会

牧師もしくは日本基督教団教師の推薦状が必要です。
2.参 加 費　無料
3.参加方法　今回もコロナ感染予防対策のためYouTubeによる限定配信となります。
4.締め切り　2024年10月25日（金）
5.申込方法

〈インターネットでのお申し込みの場合〉
Googleフォームにお名前、ご住所、教会名、電話番号、メールアド
レスをご入力ください。※信徒の方は推薦状を必ず郵送でお送りく
ださい。
申し込みが完了しましたら、教団事務局総務部より申し込み完了の
メールを差し上げます。https://forms.gle/5ZWQokPsMdv5S5k48

〈書面でお申し込みの場合〉
① お名前、ご住所、教会名、電話番号、メールアドレスをご記入の上、下記へお申

し込みください。
②信徒の方は必ず推薦状を同封してください。

　日本基督教団総務部（〒160-0051 東京都新宿区西早稲田2丁目3番18号）

　 救援募金延長（ウクライナ・ガザ）の　 
お知らせ

　主の聖名を賛美いたします。
　日本基督教団では、一日も早く、ウクライナとパ
レスチナ・ガザに平和と、人々の命が守られること
を祈り、社会委員会を通して人道的支援のための募
金を行っています。
　募金期間を2024年12月末まで延長いたします。
　ご協力をお願いいたします。

 　2024年7月
第42総会期日本基督教団

社会委員長　柳谷知之

◎募金期間　2024年12月末
◎目 標 額　特に定めず
◎送 金 先　加入者名 日本基督教団社会委員会
◎郵便振替　00150-2-593699
　通信欄に、内訳をお書きください。

提
案
理
由

　
日
本
基
督
教
団
は
、
敗
戦
前
の

国
家
統
制
の
厳
し
い
時
代
に
採
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
二
種
教

職
制
度
を
、
教
会
に
相
応
し
い
制

度
で
あ
る
と
捉
え
て
き
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
1
9
5
4
年
の
教

団
信
仰
告
白
制
定
後
の
1
9
5
6

年
の
教
憲
改
正
、
そ
れ
に
続
く
再

度
の
教
憲
改
正
作
業
（
1
9
5
8

年
）
が
な
さ
れ
た
頃
、“
教
師
と

は
按
手
礼
を
領
し
た
者
で
は
な
い

か
”
と
の
意
見
が
盛
ん
に
主
張
さ

れ
、
そ
の
正
当
性
を
認
め
る
形
で

“
准
允
を
受
け
た
者
を
「
教
師
補
」

と
す
る
”
内
容
の
教
憲
第
9
条
改

正
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
し
た

が
、第
12
回
教
団
総
会（
1
9
6
2

年
）
で
は
二
種
教
職
制
の
解
消
に

至
ら
な
い
ま
ま
の
教
憲
改
正
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
議
論
は
止
む
こ
と
な

く
更
に
続
き
、
第
15
総
会
期
信
仰

職
制
委
員
会
（
1
9
6
8
年

－

）

は
“
教
師
を
二
種
と
せ
ず
、
一
種

の
み
と
す
べ
き
”
と
結
論
し
、
同

時
に
教
師
に
至
る
ま
で
の
「
教
師

補
」
的
制
度
を
置
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
た
第
16
総

会
期
常
議
員
会
（
1
9
6
9
年

－

）
は
教
憲
第
9
条
改
正
の
必
要

を
認
め
る
決
議
を
な
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
常
任
常
議
員
会
の
下
に

設
置
さ
れ
た
作
業
委
員
会
が
提
出

し
た
報
告
を
基
に
常
議
員
会
は
、

1
9
7
0
年
7
月
、
第
17
回
教
団

総
会
に
二
種
教
職
制
廃
止
を
目
的

と
す
る
教
憲
第
9
条
改
正
を
正
式

に
提
案
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の

で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
教
憲
第

9
条
の
条
文
を
「
本
教
団
の
教
師

は
，
神
に
召
さ
れ
正
規
の
手
続
き

を
経
て
献
身
し
，
按
手
礼
を
領
し

た
者
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
伴
う
教
規
、
関
連
規

則
の
変
更
を
第
18
回
教
団
総
会
に

提
案
で
き
る
よ
う
に
常
議
員
会
に

準
備
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　
こ
の
改
正
案
は
、い
わ
ゆ
る「
教

団
紛
争
」
の
激
化
に
伴
う
第
17
回

教
団
総
会
延
期
な
ど
の
事
情
の
中

で
、
以
後
の
教
団
総
会
で
毎
回
継

続
審
議
扱
い
と
さ
れ
ざ
る
を
得

ず
、第
25
回
教
団
総
会（
1
9
8
8

年
）
に
お
い
て
、
全
教
区
の
議
員

が
揃
う
教
団
総
会
開
催
ま
で
審
議

を
凍
結
す
る
と
の
決
議
が
な
さ

れ
、
教
団
総
会
議
案
か
ら
は
消
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

私
た
ち
が
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
間
30
余
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
信
仰
の
先
達
が
日
本
基
督

教
団
に
と
っ
て
の
、
あ
る
べ
き
教

職
制
度
を
形
に
し
よ
う
と
真
剣
な

努
力
を
続
け
て
下
さ
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
り
、
教
団
全
体
に
も
、

ま
こ
と
の
教
会
と
な
る
た
め
に
二

種
教
職
制
度
の
問
題
を
等
閑
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
認
識
が

保
持
し
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
1
9
8
2
年
か
ら
は
「
三
委
員

会
連
絡
会
」（
教
師
委
員
会
・
信

仰
職
制
委
員
会
・
教
師
検
定
委
員

会
）
が
、
教
師
制
度
や
教
師
検
定

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
と
い
う
努
力
が
あ
り
、
第

27
回
教
団
総
会
（
1
9
9
2
年
）

は
全
教
区
の
議
員
が
出
揃
う
総
会

と
な
り
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
、

以
後
の
教
団
総
会
で
二
種
教
職
制

廃
止
を
め
ぐ
る
本
格
的
な
議
論
が

な
さ
れ
る
機
会
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
質
議
論
は
出
尽

く
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
の
認
識

と
共
に
、
膨
大
な
議
論
の
集
積
と

い
う
事
実
が
、
そ
の
時
点
で
の
議

員
た
ち
を
し
て
積
極
的
発
言
を
た

め
ら
わ
せ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
ま
た
、
時
の
経
過
の
中
で
事

実
上
、
継
続
さ
れ
て
き
た
二
種
教

職
制
度
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
無
頓

着
な
世
代
が
現
れ
て
き
た
こ
と
も

要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
直
近
、
最
後
の
教
団
的
取
り
組

み
は
、
第
30
総
会
期
第
5
回
常
議

員
会
（
1
9
9
8
年
7
月
）
が
提

案
し
、
第
32
回
総
会
（
2
0
0
0

年
）
で
可
決
さ
れ
た
「
教
憲
9
条

を
検
討
す
る
件
」
で
し
た
。
こ
れ

は
実
に
3
総
会
期
を
か
け
て
の
検

討
で
し
た
が
、
教
憲
第
9
条
検
討

作
業
委
員
会
は
2
0
0
6
年
2
月

の
第
34
総
会
期
第
4
回
常
議
員
会

に
、
こ
れ
以
上
の
検
討
作
業
継
続

は
困
難
で
あ
る
と
の
最
終
報
告
を

提
出
、
常
議
員
会
が
こ
れ
を
承
認

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
種
教
職

制
度
は
教
団
の
議
題
と
さ
れ
る
こ

と
な
く
今
日
に
至
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
し
た
。
こ
の
時
点
で
課
題

克
服
を
阻
ん
だ
要
因
の
ひ
と
つ

は
、
温
存
さ
れ
た
二
種
教
職
制
度

と
共
存
す
る
う
ち
に
、
補
教
師
と

い
う
制
度
の
中
に
訓
練
期
間
と
し

て
の
「
有
用
性
」
を
見
出
す
層
が

現
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
教
憲
第
9
条

に
定
め
ら
れ
た
二
種
教
職
制
度
に

対
す
る
問
題
意
識
が
、
時
の
経
過

と
共
に
退
行
し
て
き
た
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ

る
か
ら
と
云
っ
て
、
教
会
の
根
幹

に
関
わ
る
こ
の
問
題
を
捨
て
置
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
の
敗
戦

後
に
い
ち
早
く
こ
の
問
題
を
指
摘

し
た
先
輩
方
や
そ
の
後
に
改
正
努

力
を
積
み
上
げ
て
下
さ
っ
た
方
々

は
、“
正
教
師
・
補
教
師
の
別
に

よ
っ
て
御
言
の
宣
教
と
聖
礼
典
執

行
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
神
学
か
ら
承
認
さ
れ

な
い
こ
と
”
で
あ
り
、“
二
種
教

職
制
度
と
は
国
の
圧
力
の
下
に

採
っ
て
し
ま
っ
た
便
法
”で
あ
り
、

“
神
の
主
権
よ
り
も
国
権
を
上
位

に
置
い
た
過
ち
” 

の
痕
（
し
る
し
）

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
見
抜
い
て

お
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
認
識
は

正
当
で
す
。
便
法
の
上
に
主
の
教

会
が
建
て
上
げ
ら
れ
る
は
ず
は
な

く
、“
神
の
主
権
よ
り
も
国
権
を

上
位
に
置
い
た
過
ち
”
の
痕
を
帯

び
た
ま
ま
、
ま
こ
と
の
教
会
と
な

り
得
る
道
理
も
な
い
こ
と
で
す
。

補
教
師
制
度
に
訓
練
期
間
と
し
て

の
「
有
用
性
」
を
見
出
す
こ
と
も

本
末
顛
倒
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
長
い
年
月
に
わ
た
る
議
論
の
膨

大
な
集
積
に
怖
れ
を
抱
い
て
い
る

と
し
て
も
、
こ
れ
よ
り
生
起
す
る

で
あ
ろ
う
法
規
相
互
の
整
合
作
業

や
制
度
整
備
に
た
じ
ろ
ぐ
思
い
に

囚
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
私
た

ち
は「
教
憲
9
条
を
改
正
し
、伴
っ

て
関
連
教
規
条
項
を
改
正
す
る
」

こ
と
を
決
断
す
べ
き
で
す
。
私
た

ち
は
主
に
の
み
従
う
教
会
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
そ
れ
を
体

現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
尚
、
本
議
案
は
、
第
41
回
日
本

基
督
教
団
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
議
案
で

す
。
第
66
回
九
州
教
区
定
期
総
会

（
2
0
1
6
年
）
に
お
い
て
決
議

さ
れ
、
そ
の
後
、
同
年
開
催
の
第

40
回
日
本
基
督
教
団
総
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
提
案
者
の
責
め

に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
理
由
な
く
、

教
憲
12
条
所
定
の
期
間
内
議
案

公
表
手
続
き
に
瑕
疵
が
生
じ
た
た

め
、
上
程
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
議
案

に
修
正
を
加
え
、
第
68
回
九
州
教

区
定
期
総
会
（
2
0
1
8
年
）
に

お
い
て
決
議
さ
れ
、
そ
の
後
、
同

年
開
催
の
第
41
回
日
本
基
督
教
団

総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
総

会
に
残
さ
れ
た
審
議
時
間
が
わ
ず

か
で
あ
っ
た
の
で
、
短
時
間
で
こ

の
議
案
を
判
ず
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
提
案
者
で
あ
る
九
州
教
区

総
会
を
代
表
す
る
総
会
議
長
自
ら

取
り
下
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
過
程
で
、
九
州
教
区
総
会

が
願
っ
て
き
た
こ
と
は
、
教
団
の

歩
み
、ひ
い
て
は
「
国
家
と
教
会
」

と
い
う
、
信
仰
の
本
質
に
も
関
わ

る
重
要
な
主
題
を
内
包
す
る
本
議

案
が
こ
の
ま
ま
捨
て
置
か
れ
、
二

種
教
職
制
度
の
課
題
が
風
化
し
て

い
か
な
い
こ
と
、
ま
た
、
か
つ
て

の
教
団
が
真
剣
に
向
き
合
お
う
と

し
た
二
種
教
職
制
度
へ
の
検
討
・

協
議
の
場
が
、
い
ま
一
度
回
復
さ

れ
る
こ
と
で
し
た
。

　
教
団
は
、
第
40
総
会
期
教
師

養
成
制
度
検
討
委
員
会
に
二
種

教
職
制
度
の
取
り
扱
い
を
委
託

し
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
①

「
教
憲
第
9
条
検
討
作
業
委
員
会

（
2
0
0
4
年
～
2
0
0
6
年
）」

の
検
討
作
業
と
報
告
を
踏
ま
え

る
、
と
し
て
同
委
員
会
委
員
長
と

書
記
を
、
②
「
教
憲
9
条
改
正
」

議
案
の
提
案
者
で
あ
る
九
州
教
区

か
ら
提
案
の
概
要
と
趣
旨
に
つ
い

て
聴
く
、
と
し
て
九
州
教
区
総
会

議
長
を
、
③
二
種
教
職
制
の
問
題

に
つ
い
て
神
学
的
な
課
題
に
つ
い

て
検
討
す
る
、
と
し
て
東
京
神
学

大
学
学
長
を
、
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

聴
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

第
41
回
日
本
基
督
教
団
総
会
に
お

い
て
九
州
教
区
が
議
案
を
取
り
下

げ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
教
師

養
成
制
度
検
討
委
員
会
は
、
同
委

員
会
と
し
て
検
討
を
終
了
さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
判
断
へ
の

疑
義
は
拭
え
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
、

よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
同
委
員

会
自
身
が
、
今
後
、
取
り
扱
い
を

議
長
と
常
議
員
会
に
委
ね
る
、
と

し
て
い
る
点
で
す
。
教
憲
9
条
の

課
題
は
未
だ
終
了
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
つ
の
委
員
会
に
担
わ
せ
て

終
わ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
議

長
や
常
議
員
会
が
検
討
・
協
議
の

場
を
形
作
り
、
積
極
的
に
課
題
の

解
決
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
以
上
、
わ
た
し
た
ち
九
州
教
区

総
会
は
、
教
団
に
お
け
る
二
種
教

職
制
度
の
克
服
を
願
い
、
本
議
案

を
提
出
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
嘉
朗（
田
川
教
会
主
任

担
任
教
師
）

　
24
年
6
月
24
日
逝
去
、
82

歳
。
新
潟
県
生
ま
れ
。
69
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
、
72
年
よ
り
亀
有
、
宮
古
、

松
江
北
堀
、
鴻
巣
、
永
福
町
、

広
島
府
中
、
指
宿
、
田
川
教

会
を
牧
会
。
遺
族
は
妻
・
伊

藤
芳
子
さ
ん
。 （
6
面
に
続
く
）
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教団HPでは、毎月
メッセージ動画（約
10分）を配信中！

　
2
0
0
0
年
生
ま
れ
の
教
職
も
共

に
新
任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
席
し
た
。
6
月
末
。
着
任
し
て

3
か
月
。
そ
れ
ぞ
れ
懸
命
に
福
音
伝

道
の
た
め
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
る

中
、
学
び
と
親
睦
の
時
が
与
え
ら
れ

た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
者
の
背
後
に

敗
者
が
連
な
っ
て
い
く
ゲ
ー
ム
の

時
、
勝
ち
抜
く
新
任
教
師
を
よ
く
見

る
と
パ
ー
し
か
出
さ
な
い
。
そ
の
こ

と
に
皆
気
づ
き
始
め
、
結
局
負
け
て

し
ま
う
。
そ
の
後
も
そ
の
方
は
じ
ゃ

ん
け
ん
の
時
に
は
パ
ー
し
か
出
さ
な

い
の
を
見
て
、
思
わ
ず
「
パ
ー
を
出

し
続
け
る
ん
で
す
ね
」
と
お
声
を
か

け
た
ら
「
そ
う
な
ん
で
す
」
と
笑
っ

て
頷
い
て
お
ら
れ
た
。
理
由
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
聞
か
な
か
っ
た
。

　
教
師
検
定
試
験
の
直
前
の
礼
拝
で

説
教
者
が
「
す
べ
て
を
神
さ
ま
に
手

放
し
て
く
だ
さ
い
」
と
手
の
ひ
ら
を

上
に
向
け
た
の
を
思
い
出
す
。
洗
礼

を
受
け
た
時
、
も
う
完
全
に
主
の
も

の
と
さ
れ
た
喜
び
を
味
わ
い
な
が

ら
、
そ
の
後
自
分
の
こ
だ
わ
り
な
ど

を
グ
ー
の
よ
う
に
握
り
し
め
て
い
な

い
か
。

　
教
会
学
校
の
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝

で
「
グ
ー
か
ら
パ
ー
、
握
り
し
め
て

い
た
自
分
を
神
さ
ま
に
お
任
せ
し
ま

し
ょ
う
。
私
た
ち
の
た
め
に
十
字
架

に
か
か
っ
て
死
な
れ
た
イ
エ
ス
さ
ま

は
復
活
し
て
死
に
勝
ち
ま
し
た
。
だ

か
ら
今
日
は
勝
利
の
Ⅴ
、
チ
ョ
キ
で

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
た
こ

と
が
あ
る
。
チ
ョ
キ
は
は
さ
み
。
悪

霊
は
人
を
分
断
し
て
い
く
。
聖
霊
は

つ
な
い
で
く
だ
さ
る
。
信
仰
を
与
え

ら
れ
て
も
愚
か
な
行
い
は
あ
る
が
、

委
ね
る
お
方
が
い
る
幸
い
を
思
う
。

（
教
団
総
幹
事
　
網
中
彰
子
）

す
べ
て
手
放
す

す
べ
て
手
放
す

　
柏
樹
み
つ
さ
ん
は
自
然
と
洗
礼

へ
導
か
れ
た
と
言
う
。
高
校
を
卒

業
し
て
1
年
後
の
19
歳
の
と
き
、

近
所
に
あ
っ
た
西
新
井
教
会
で
洗

礼
を
受
け
た
。
受
洗
前
も
含
め
て

若
い
頃
は
教
会
で
誘
わ
れ
て
、
ア

メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会

か
ら
派
遣
さ
れ
た
ミ
ス
・
ペ
イ
ン

宣
教
師
が
開
設
し
た
隣
保
事
業
・

愛
恵
学
園
で
時
折
開
か
れ
た
集
会

に
参
加
し
た
。
同
世
代
の
若
者
が

集
っ
て
い
て
、
合
唱
や
料
理
を
教

わ
っ
た
の
は
楽
し
か
っ
た
。
教
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
の
と
き
に
三
重
唱

で
賛
美
し
た
の
も
懐
か
し
い
思
い

出
で
あ
る
。

　
数
年
後
、
勤
め
先
で
知
り
合
っ

た
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
夫
と
結

婚
し
た
。
自
分
が
教
会
に
行
く
こ

と
は
認
め
て
く
れ
た
が
、
夫
は
教

会
に
足
を
踏
み
入
れ
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。
1
、
2
年
後
、
試
練
に

襲
わ
れ
た
。
自
分
に
初
め
て
宿
っ

た
小
さ
な
命
を
8
か
月
で
失
い
、

耐
え
難
い
悲
し
み
を
味
わ
っ
た
。

神
の
罰
と
し
か
受
け
止
め
ら
れ

ず
、
ず
い
ぶ
ん
苦
し
み
、
立
ち
直

る
に
は
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
2
人
の
子
供
が
生
ま
れ
て

子
育
て
に
忙
し
く
な
り
、
転
勤
や

親
の
介
護
も
あ
っ
て
教
会
に
出
席

す
る
機
会
は
減
っ
た
が
、
信
仰
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ

た
こ
と
は
多
か
っ
た
、
と
今
だ
か

ら
思
え
る
。

　
夫
が
会
社
員
生
活
を
退
い
て
か

ら
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
教
会

生
活
が
で
き
る
と
思
っ
た
が
、
自

分
の
病
気
の
た
め
に
望
み
ど
お
り

に
な
ら
な
い
時
期
が
続
い
た
。
し

か
し
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起
き

た
。
江
戸
川
教
会
へ
の
転
会
を
機

に
夫
も
礼
拝
に
出
席
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
。
心
境
の
変
化
が

あ
っ
た
ら
し
い
。

　
そ
の
夫
が
晩
年
に
な
っ
て
洗
礼

を
受
け
た
。
教
会
員
と
し
て
共
に

礼
拝
に
通
え
た
の
は
何
よ
り
の
恵

み
だ
っ
た
。「
祈
れ
ば
叶
え
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
る
し
、
祈
る
こ
と

で
道
を
示
さ
れ
て
き
た
気
が
す

る
」
と
言
う
。「
す
べ
て
は
御
心

の
ま
ま
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
御
心
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」。
こ
れ

が
89
歳
の
今
の
祈
り
で
あ
る
。

神様の御心のままに

江戸川教会員

柏樹　みつさん

　
竹
野
伝
道
所
は
特
定
の
教
派
や
教

会
、
牧
師
に
よ
る
開
拓
伝
道
等
で
で

き
た
教
会
で
は
な
い
。
こ
の
地
の
住

民
に
よ
っ
て
自
発
的
に
形
成
さ
れ
、

続
け
ら
れ
て
き
た
教
会
だ
。
戦
時

中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
捕
虜
と
な
っ
た

与
田
敏
夫
と
い
う
青
年
が
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
看
守
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト

教
を
知
り
、
故
郷
の
竹
野
村
に
復
員

し
た
後
、
1
9
4
6
年
に
数
名
の
仲

間
と
と
も
に
小
学
校
の
教
室
で
聖
書

研
究
会
を
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
る
。

同
じ
年
に
竹
野
で
一

般
市
民
に
向
け
た
伝

道
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
講
師
だ
っ
た
岡

山
の
内
山
下
教
会
・ 

吉
野
勝
栄
牧
師
が
、

そ
の
後
も
月
に
一
度

聖
書
研
究
会
の
た
め

に
や
っ
て
来
た
。
与

田
氏
の
妹
で
当
時
小

学
生
だ
っ
た
田
中
美

智
子
さ
ん
は
、
自
宅

で
行
わ
れ
る
聖
書
研

究
会
に
大
勢
の
若
者

が
集
ま
り
、
母
が
た

く
さ
ん
の
食
事
を
用

意
し
て
い
た
こ
と
、

讃
美
歌
を
歌
う
時
は

自
分
も
そ
の
中
に

入
っ
て
歌
っ
た
こ
と

な
ど
を
覚
え
て
い
る
。
い
つ
も
歌
わ

れ
て
い
た
の
が
2
3
9
番（
54
年
版
）

「
さ
ま
よ
う
人
々
」
だ
っ
た
。
そ

れ
は
あ
る
意
味
で
彼
ら
の
道
の
り
を

暗
示
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
1
9
5
1
年
以
降
は
兵
庫
教
区

但
馬
地
区
の
教
会
の
牧
師
が
関
わ
る

こ
と
に
な
り
、
天
幕
伝
道
を
経
て
、

1
9
5
9
年
に
教
団
認
可
を
受
け
て

竹
野
伝
道
所
と
な
っ
た
。
会
堂
を
持

た
ず
、 

主
任
者
を
招
聘
し
た
こ
と
も

な
く
、
礼
拝
は
代
務
者
や
地
区
内
教

師
が
担
当
し
、

空
き
家
や
信
徒

宅
な
ど
場
所
を

移
動
し
な
が

ら
活
動
が
継
続

さ
れ
て
き
た
。

信
徒
伝
道
者

と
い
う
名
前
こ

そ
つ
か
な
い
が

地
域
に
お
け
る

日
常
的
な
伝

道
者
と
し
て

の
働
き
は
信

徒
が
担
っ
て
き

た
。
教
会
活
動

は
少
人
数
で
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、

2
0
0
6
年
に
借
り
て
い
た
場
所
を

退
去
し
礼
拝
場
所
が
失
わ
れ
た
。
こ

の
時
教
会
員
は
前
述
の
田
中
さ
ん
1

名
に
な
っ
て
い
た
。
教
会
が
単
独
で

対
処
で
き
る
こ
と
は
な
く
閉
鎖
や

合
併
も
考
え
ら
れ
た
が
、
竹
野
か
ら

福
音
の
灯
を
消
し
た
く
な
い
と
い
う

強
い
思
い
を
受
け
て
、
兵
庫
県
北
部

の
8
つ
の
教
会
か
ら
な
る
但
馬
地
区

は
、 

教
区
常
置
委
員
会
に
対
し
て
、 

教
区
内
の
教
会
が
置
か
れ
た
状
況
に

対
し
て
教
区
と
し
て
ど
う
向
き
あ
う

の
か
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
た
。

最
終
的
に
但
馬
地
区
が
主
体
と
な
っ

て
民
家
を
購
入
し
、
2
0
0
8
年
に

竹
野
伝
道
所
は
は
じ
め
て
自
分
た
ち

の
会
堂
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
兵
庫
教
区
で

は
、 
地
方
の
一
教
会
で
生
じ
る
事
柄

は
“
そ
の
教
会
の
問
題
” 

で
は
な

く
、 

教
区
の
宣
教
の
課
題
で
あ
る
と

い
う
教
区
と
し
て
の
共
通
理
解
を
表

明
し
た
。
当
時
は
こ
の
内
容
に
ピ
ン

と
こ
な
い
教
会
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う

が
、
2
0
2
4
年
現
在
、
15
年
以
上

前
に
竹
野
が
直
面
し
た
状
況
は
都
市

地
の
教
会
で
も
も
は
や
他
人
事
で
は

な
く
な
っ
た
。
信
徒
数
の
減
少
は
リ

カ
バ
リ
ー
不
可
能
で
あ
り
、
教
師
を

招
聘
で
き
な
い
、
礼
拝
が
困
難
と
い

う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。そ
れ
が“
そ

の
教
会
の
問
題
”
な
の
で
は
な
く
キ

リ
ス
ト
教
会
全
体
の
宣
教
の
課
題
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
竹
野
は
今
も
都
市
地
の
教
会
の
15 

年
先
の
現
実
を
生
き
て
い
る
。
数
字

的
改
善
の
見
込
み
な
ど
な
い
。
し
か

し
現
場
が
思
い
の
ほ
か
明
る
く
あ
っ

け
ら
か
ん
と
し
て
い
る
こ
と
に
驚

く
だ
ろ
う
。
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る
の

は
「
さ
ま
よ
う
人
々
」
だ
っ
た
教

会
の
歩
み
に
対
す
る
神
の
導
き
の
確

信
、
何
よ
り
も
共
に
重
荷
を
担
っ
て

く
れ
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
へ

の
信
頼
だ
。

「さまよう人々」たちかえりて
竹野伝道所（代務）牧師　山本　桂子

伝道推進室より応援した教会・伝道所

上
、
2
0
0
8
年
に
購
入
さ
れ
た
建
物

下
、
礼
拝
後
に
。
左
端
が
田
中
さ
ん
、
真
ん
中
が
筆
者

（
5
面
よ
り
続
き
）

　
正
教
師
登
録

金
澤
友
幸

（
2
0
2
3
・
5
・
3
受
按
）

　
補
教
師
登
録

久
保
吉
隆

（
2
0
2
4
・
4
・
29
受
允
）

西
川
　
穂
、
廣
瀨
祥
史

（
2
0
2
4
・
5
・
26
受
允
）

平
澤
道
男
、
成
　
智
圭

（
2
0
2
4
・
5
・
28
受
允
）

大
下
陽
子
、
水
野
志
帆
子

（
2
0
2
4
・
5
・
29
受
允
）

玉
木
光
一

（
2
0
2
4
・
6
・
2
受
允
）

　
教
師
異
動

仙
台
東
　
就（
代
）近
藤
　
誠

酒
田
　
　
就（
主
）平
澤
道
男

松
井
田
辞（
代
）朝
日
研
一
朗

　
〃
　
　
就（
代
）林
原
泰
樹

佐
野
　
　
辞（
主
）松
井
　
初

益
子
　
　
就（
担
）大
下
陽
子

宍
喰
　
　
辞（
代
）野
村
義
和

　
〃
　
　
就（
主
）松
本
直
也

横
浜
二
ツ
橋辞（

代
）鄭
　
富
京

　
〃
　
　
就（
主
）竹
島
　
敏

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
中

学
・
高
校就（

教
）水
野
志
帆
子

岩
槻
　
　
就（
代
）武
田
真
治

片
倉
　
　
就（
担
）玉
木
光
一

六
角
橋
　
辞（
担
）加
山
真
路

相
模
原
南
辞（
主
）一
宮
秀
禎

　
〃
　
　
就（
代
）森
田
裕
明

神
奈
川
教
区辞（

巡
）鄭
　
富
京

北
見
望
ヶ
丘辞（

代
）韓
　
守
賢

　
〃
　
　
就（
主
）鄭
　
富
京

札
幌
北
部
辞（
代
）小
西
陽
祐

　
〃
　
　
就（
代
）杉
本
和
道

呉
山
手
　
辞（
代
）小
松
博
士

　
〃
　
　
就（
主
）玉
田
　
真

東
京
聖
書
学
校

就（
兼
神
）大
友
英
樹

聖
学
院
小
学
校
・
幼
稚
園

辞（
教
）中
村
謙
一

安
藤
記
念
就（
主
）中
村
謙
一

二
宮
　
　
辞（
主
）小
林
　
充

　
〃
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